
子ども未来プロジェクト

（公財）日本サッカー協会 経営企画部サステナビリティグループ
2025/12/2

JFA×日本財団



防災・復興支援活動全体像

防災・復興支援活動

子ども未来プロジェクト防災拠点整備
（日本財団助成）

能登半島地震復興支援プロジェクト
（サッカーファミリー復興支援金）

内閣府
ボランティア団体交通費補助

文部科学省
被災地の子供への学習・体験活動の提供支援事業

内閣府
コミュニティ防災教育モデル事業

平常時 災害時（応急・復興）



阪神淡路大震災
新潟中越地震
東日本大震災

北海道胆振東部地震
熊本地震 など

サッカーやスポーツの力で
被災地を支援する声が

JFAへ多く集まる

＜これまで＞
地震の被害が収まってからの

復興支援活動

＜これから＞
災害直後から活動できる
事前の備え（防災・減災）

能登半島地震
スポーツにしかできない

子どもたち（学校）への支援
日本財団と共同で実施

125か所1万人以上

（2024年12月末現在）

JFA×日本財団 子ども未来プロジェクト

キッズピッチゆめのたねの教室 ぼうさい拠点

自治体・学校 NPOなど 施設管理者などこころの健康 からだの健康 災害への備え

小学校3年生以下の低学年
を対象とした、スポーツを通じた
自己肯定感の基礎を育む授
業の創出。

大人の影響を受けずに自由に
ボールを蹴りスポーツを身近に
感じることができる、仮設のケー
ジ型ミニピッチの整備。

大規模災害時に、フットボールセ
ンター等の拠点を活用し、速やか
に災害支援活動が実施できる拠
点の整備。

2025年度50回 2025年度5ピッチ（ぼうさい拠点） 2025年度5拠点

プロジェクト全体で

毎年2,500回実施
（小5・中2の既存の教室を含む）

見守っていただく地域団体との連携

全国50ピッチ

47都道府県すべてに複数のピッチ

南海トラフ・首都直下もカバーできる
（特に発災から1週間以内の対応に必要な体制整備）

全国25拠点

新規パートナー獲得（企業）

自治体・学校との連携強化

サッカーファミリー増

新規パートナー連携（非営利）

NPOとの連携強化

サッカーファミリー増

新規パートナー連携（既存・非営利）

施設管理者との連携強化

サッカーファミリー増

一人でも多くの子どもたちに
夢を持つことの素晴らしさを伝える

新規実施エリアの開拓・自己肯定感向上
（小5・中2を含めた新規実施エリア数・スコア上昇）

子どもの体力的低下抑制
地域スポーツへの関心向上

（地域内のスポーツ活動参加者数）
楽しく仲間とスポーツできた子どもの増加

（参加者数・満足度）

子どもと防災のための
地域コミュニティ構築

防災への意識向上
（地域コミュニティを意識した防災活動

認知度・参加者数）

大規模災害が起きても

サッカーやスポーツを通じて

子どもたちが自己肯定感を持ち

将来の希望を持てる

普段からの地域のつながりづくりを

日本全国で展開したい

北海道・三陸沖地震
南海トラフ地震
首都直下地震

さまざまな大規模災害

日本財団との「防災」「子ども支援」に関する連携概要

2026年度100回 2026年度10ピッチ（拠点＋個別） 2026年度5拠点

2026年度計画
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「子ども」を取り巻く環境（対応する社会課題）

「子ども」を取り巻く環境は過去最悪（2023年度時点）

小学校・中学校・高校
いじめ認知件数 732,568件（過去最多）
いじめ重大事態発生件数 1,306件（過去最多）
暴力行為発生件数 108,987件（過去最多）
不登校児童生徒数 415,252人（過去最多）

自殺した児童生徒数 529人（過去最多・2024年度）

児童相談所 児童虐待対応件数 225,509件（過去最多）

ひとり親世帯の子どもの相対的貧困率 44.5%

文部科学省「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」より

厚生労働省・警察庁「令和６年中における自殺の状況」より

厚生労働省「国民生活基礎調査」より

文部科学省「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」より

https://www.mext.go.jp/content/20241031-mxt_jidou02-100002753_2_2.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/001464717.pdf
https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/20-21.html
https://www.mext.go.jp/content/20241031-mxt_jidou02-100002753_2_2.pdf
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「子ども」を取り巻く環境（対応する社会課題）

「子ども」の体力が過去最低（2023年度時点）

肥満傾向児の割合
5歳男子 2.94%（過去最高）
5歳女子 3.14%（過去最高）
小学6年生男子 13.00%（過去最高）
小学6年生女子 10.02%（過去最高）

痩身傾向児の割合
高校3年生男子 3.47%（過去最高）
高校3年生女子 2.33%（過去最高）

裸眼視力1.0未満の割合
小学校 36.84%（過去最高）
中学校 60.61%（過去最高）
高校 71.06%（過去最高）

文部科学省「令和5年度学校保健統計調査の結果」より

外遊び不足

https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/mext_01449.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/mext_01449.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/mext_01449.html


「復興支援」の新しいストーリー

災害発生後の復興支援 よりよい復興のための事前の防災・減災

災害前 災害直前・直後 災害後

行
政
・
地
域
社
会

サ
ッ
カ
ー

インフラ整備
防災用品・備蓄

防災教育・防災タイムライン
事業継続計画（BCP）

人命救助・医療対応・感染症対策
避難所開設・広域避難・在宅避難

ライフラインの停止
（鉄道・道路・電気・ガス・水道等）

サッカーファミリーへの情報発信
避難所の環境改善
人員や物資の提供

災害関連死・避難長期化対策
インフラ復旧・再整備

タイムライン・BCP見直し

運動・身体活動の機会提供
アスリートの活躍と夢や希望の創出

サッカー施設整備

サッカーを通じた
防災・減災の
コミュニティづくり

実際に災害が起こったあとのスポーツを通じたこころのケアの取り組みの連携とともに、
平常時の防災・減災につながるサッカーを通じた地域コミュニティづくりにおける連携を全国で強化していきたい。

サッカーが与える社会的インパクトが大きい

事前の備え

既存の取り組み

円滑な実施

サッカーを通じた防災・減災と自治体との連携
2022年8月復興支援委員会資料
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被災した子どもたちに対して1週間以内に支援を開始できる体制の構築

平時
避難所運営 避難所解消

応急（～1週間） 復旧（1週間～） 復興（1ヶ月～）

居住スペース

運営本部

救護・クーリングシェルター

更衣・シャワー・トイレ

子どもの遊び場・スポーツの場

学校教育・放課後活動の場
被災地向け夢の教室

こころのケア（学校へのアスリート訪問）

こころのケア（安全な遊び場）

サッカーで利用できる移動可能な拠点
（避難所やボランティア拠点と連携）

仮設住宅
交流拠点

移動が難しい備蓄品や、ボランティア団体との連携が考慮されない拠点は、
実際の災害時に活用できない可能性が高い

平時にも活用できるフェーズフリーが主流化
（備蓄しない防災）

備蓄品配布 炊き出し 交流

ボランティア（家屋片付け等）受け入れ・資材保管

サッカーの場にもともと必要な設備を整え活用できるようにしておくことで
＜サッカーにしかできない＞被災地支援を展開できる
こども家庭庁「災害時の子どもの居場所づくり手引き」（2025年5月発行）参照

キッズピッチ展開

ゆめのたねの教室展開

参考：災害時子ども支援体制イメージ
2025年6月政策会議資料



首都直下型地震

ぼうさい拠点25か所（5か所×5年間）整備の考え方

南海トラフ・首都直下の際に、重要なサッカー拠点やその周囲の地域が外部の支援がなくても1週間程度自活でき、

また、その周辺の地域で被害があった場合に、拠点から移動して速やかにサッカーやスポーツを通じたこども支援を

実施できる場所を全国で25か所程度整備する

8

ぼうさい拠点
南海トラフ巨大地震・首都直下型地震をはじめ、
全国どこで大規模災害が起こっても、
災害支援活動が円滑に行える拠点

ワークショップ
（トイレ・炊き出し・宿泊・物資移動）

情報収集

ぼうさい拠点（25か所）

メインからサブへ移動

連携先

JFAで備蓄
必要に応じて

メイン拠点から分散配置

メイン拠点と連携

各都道府県協会1名以上の連絡担当者をJFAヘ報告

活動開始
（トイレ・炊き出し・宿泊・物資移動）

大規模災害発生

他拠点からの応援
年

1
回
各
拠
点
で
行
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
範
囲

サッカーやスポーツを通じた継続的な支援

事前

毎年

1週間

2週間

参考：ぼうさい拠点調整状況
2025年1月部会資料



首都直下型地震

初年度（2025年度）

初年度は、地域バランスを考慮し、北海道、東北、関東、関西、九州の5か所をターゲットに整備していく。

その後、切迫性の高い首都直下地震・南海トラフ巨大地震に備え、優先的に整備していく。
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カテゴリー 備品（今後精査）

トイレ

トイレカー（バリアフリー・牽引式）★
※日常のイベントでも活用
非常用簡易トイレ
浄水器・ポータブル電源

居住
調理器具・備蓄食料（長期保存食）
飲料水・浄水器
保管倉庫→トレーラーハウス（移動式の子ども支援拠点）

宿泊
間仕切りテント・簡易ベッド→トレーラーハウス（移動式の子ども支援拠点）
給湯器・シャワー
ポータブル電源

★はJFAパートナーとの連携を想定

2025年 2026年 2027年 2028年 2029年

北海道／浦幌町

東北
東京

静岡（西部）
三重
高知

東北
静岡（東部）

関西
四国
沖縄

北海道
東北
神奈川
四国

九州（宮崎）

東北
北陸
関西
山陰
四国

福島県／Jヴィレッジ

千葉県／JFA夢フィールド

大阪府（調整中）

熊本県／COSMOS

拠点整備イメージ（予定）

ぼうさい拠点
初年度：地域バランス踏まえてJFAと密接に関
係するサッカー施設へ配置
（北海道・福島・千葉・大阪・熊本）
2年目以降：南海トラフ・首都直下を念頭に、
危機が切迫している地域から配置

参考：ぼうさい拠点調整状況

トレーラーハウス
導入

こども支援体制強化
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参考：今年発生した主な災害

名称（災害救助法適用自治体） 被害状況 対応状況

令和７年２月４日からの大雪
（福島県、新潟県の一部） （救助終了）

令和７年岩手県大船渡市における大規模火災
（岩手県大船渡市）

過去最大の林野火災が発生

被災後の市内の状況 | 大船渡市ホームページ
（救助終了）

令和７年３月23日に発生した林野火災
（今治市、西条市）

JFAアカデミーの近隣地域に被害

今治市林野火災の消火活動について（最終報）愛媛県
（救助終了）

令和７年台風第８号に伴う災害
（沖縄県南大東村、北大東村）

令和7年台風第8号に伴う災害（大東島地方）に係る

復旧対応の状況｜沖縄県公式ホームページ
（救助終了）

令和7年8月6日からの低気圧・前線による大雨
（石川県金沢市、山口県宇部市、熊本県熊本市、八代市、玉名市、上天草市、宇城市、
天草市、美里町、玉東町、長洲町、氷川町、鹿児島県薩摩川内市、曽於市、霧島市、姶
良市）
※災害救助法に基づき、熊本市は「災害救助市」に指定され、熊本県と並んで独自に避難所
設置等の災害救助活動を実施。

令和７年８月６日からの低気圧と前線による大雨に係る

被害状況等について : 防災情報のページ - 内閣府

令和7年8月10日からの大雨に関する災害対策本部会

議 - 熊本県ホームページ

8月10日からの大雨に関する災害対策本部会議資料 / 

熊本市公式サイト

鹿児島県／令和７年８月７日からの大雨に関する情報

激甚災害（本激）
11月14日指定
「令和七年八月五日から九月二十一日までの間

の豪雨及び暴風雨による災害についての激甚災

害並びにこれに対し適用すべき措置の指定に関

する政令」について

※サッカーファミリー支援金募金設置し活動中

令和7年豪雨 支援金募金について

令和７年台風第15号等
（静岡県静岡市、伊東市、島田市、焼津市、掛川市、藤枝市、御前崎市、菊川市、牧之
原市、榛原郡吉田町）

令和7年台風第15号情報｜静岡県公式ホームページ

台風22号
（東京都利島村、新島村、神津島村、三宅村、御蔵島村、八丈町、青ヶ島村）

令和7年台風第22号及び第23号に係る対応について｜

東京都防災ホームページ

激甚災害（局激）見込み
令和７年台風第22号、第23号の暴風雨による

災害についての激甚災害及びこれに対し適用す

べき措置の指定見込みについて

令和７年11月18日大分市佐賀関の大規模火災
（大分市）

令和７年１１月１８日大分市佐賀関の大規模火災

災害情報について- 大分県ホームページ

https://www.city.ofunato.iwate.jp/archive/contents-31092/
https://www.city.ofunato.iwate.jp/archive/contents-31092/
https://www.city.ofunato.iwate.jp/archive/contents-31092/
https://ehime.my.salesforce-sites.com/rest/services/apexrest/downloadfile?fileid=00PJ400000B3AecMAF
https://www.pref.okinawa.jp/bosaianzen/bosai/1031642/1036065.html
https://www.pref.okinawa.jp/bosaianzen/bosai/1031642/1036065.html
https://www.pref.okinawa.jp/bosaianzen/bosai/1031642/1036065.html
https://www.pref.okinawa.jp/bosaianzen/bosai/1031642/1036065.html
https://www.pref.okinawa.jp/bosaianzen/bosai/1031642/1036065.html
https://www.pref.okinawa.jp/bosaianzen/bosai/1031642/1036065.html
https://www.bousai.go.jp/updates/r70806ooame/index.html
https://www.bousai.go.jp/updates/r70806ooame/index.html
https://www.bousai.go.jp/updates/r70806ooame/index.html
https://www.bousai.go.jp/updates/r70806ooame/index.html
https://www.bousai.go.jp/updates/r70806ooame/index.html
https://www.bousai.go.jp/updates/r70806ooame/index.html
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/4/243298.html
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/4/243298.html
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/4/243298.html
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/4/243298.html
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/4/243298.html
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/4/243298.html
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/4/243298.html
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/4/243298.html
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/4/243298.html
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/4/243298.html
https://www.city.kumamoto.jp/kiji00365888/index.html
https://www.city.kumamoto.jp/kiji00365888/index.html
https://www.city.kumamoto.jp/kiji00365888/index.html
https://www.city.kumamoto.jp/kiji00365888/index.html
https://www.city.kumamoto.jp/kiji00365888/index.html
https://www.city.kumamoto.jp/kiji00365888/index.html
https://www.pref.kagoshima.jp/bosai/saigai/kinkyu/20250807ooame.html
https://www.bousai.go.jp/pdf/251114_siryo.pdf
https://www.bousai.go.jp/pdf/251114_siryo.pdf
https://www.bousai.go.jp/pdf/251114_siryo.pdf
https://www.bousai.go.jp/pdf/251114_siryo.pdf
https://www.jfa.jp/social_action_programme/relief_efforts/contribution_r07.html
https://www.jfa.jp/social_action_programme/relief_efforts/contribution_r07.html
https://www.jfa.jp/social_action_programme/relief_efforts/contribution_r07.html
https://www.jfa.jp/social_action_programme/relief_efforts/contribution_r07.html
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/saigai/1077298/index.html
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/saigai/1077298/index.html
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/saigai/1077298/index.html
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/saigai/1077298/index.html
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/saigai/1077298/index.html
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/saigai/1030725/index.html
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/saigai/1030725/index.html
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/saigai/1030725/index.html
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/saigai/1030725/index.html
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/saigai/1030725/index.html
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/saigai/1030725/index.html
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/saigai/1030725/index.html
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/saigai/1030725/index.html
https://www.bousai.go.jp/pdf/251031_siryo.pdf
https://www.bousai.go.jp/pdf/251031_siryo.pdf
https://www.bousai.go.jp/pdf/251031_siryo.pdf
https://www.bousai.go.jp/pdf/251031_siryo.pdf
https://www.bousai.go.jp/pdf/251031_siryo.pdf
https://www.bousai.go.jp/pdf/251031_siryo.pdf
https://www.bousai.go.jp/pdf/251031_siryo.pdf
https://www.pref.oita.jp/site/bosaiportal/1118-kasai.html
https://www.pref.oita.jp/site/bosaiportal/1118-kasai.html
https://www.pref.oita.jp/site/bosaiportal/1118-kasai.html
https://www.pref.oita.jp/site/bosaiportal/1118-kasai.html
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防災拠点整備にあたって

「災害時のこども支援」が円滑に実施できる環境整備のお願い
• トレーラーハウス・キッズピッチの設置場所確保

– トレーラーハウス

• 公道に接続し、いつでも出入りできる場所を無償でお借りしたい。

（長さ9m・幅2.4mの4トントラックや大型バスが出入りできるスペース）

• 可能であれば、電源・水道の供給をいただきたい。

（ソーラーパネル・ポータブルバッテリー・浄水器はトレーラーハウスへ配備予定）

• 非常時／防災教育実践時にトレーラーハウスが円滑に移動できるよう、地域のトラック会社をご紹介いただきたい。（可能であれば）

– キッズピッチ

• トレーラーハウスと組み合わせて活用できる場所で、キッズピッチ（可搬式のネットで囲われたコート）を
設置していただきたい。

（通常は、広く公募し設置先を選定しているものを展開＜ご参考＞）

• 平常時におけるトレーラーハウスの活用

– トレーラーハウス内に掲示する防災に関する展示の開放（施設の開放時間に合わせた鍵の鍵閉めや簡単なメンテナンス）

– 年に1回以上の地域コミュニティにおける防災ワークショップの実施
（当初2年間はJFAが申請中の内閣府支援制度を活用できる見込み）

• トレーラーハウスを活用したキッズ・親子フェスティバル等の開催

• トレーラーハウスを移動させた地域での乳幼児・親子などを対象とした防災教育の実践

• 災害時の「共助」の担い手となる地域コミュニティとの定期的な会議
（学校、保育所等、公民館、消防団、ボランティア団体、サッカークラブなど）

拠点候補地域の皆さまへ

https://www.jfa.jp/news/00035481/


参考：トレーラーハウスの導入

主なトレーラーハウスの機能
・ソーラーパネル付ポータブルバッテリー
・エアコン
・冷蔵庫
・浄水器（1日200人分）
・キッズスペース（センサリールーム・ベビールーム）
・スターリンク（WiFiスポット）
・打ち合わせスペース（モニターディプレー・音響設備）
※トイレカーは別途整備予定

主なトレーラーハウスの設置条件
・サイズ長さ9m×幅2.4m高さ3.8m（外付け階段等除く）
・重さ3トン程度（4トン以下）
・公道につながる4トントラックまたは大型バスが入れる空間
（災害時や防災教育実践時は、いつでも移動させられる状態）
・100V（または200V）電源
（供給が難しい場合はソーラーパネルでポータブルバッテリーへ給電）
・浄水器用の水道水
（供給が難しい場合は給水タンクまたは川の水等（汚水以外）で給水）
※敷地内であれば、2トンフォークリフトで移動可能

※原則、5年間はJFAが資産として保有、その後は協議
（設置先への無償譲渡を想定）



参考：トヨタトイレカーの検討

トヨタVIKを活用したバリアフリートイレカーの防災拠点への配置を検討・・・通常はトイレや更衣室としてイベント等で活用
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参考：2025年度防災拠点調整状況

※2026年1月以降・・・トレーラーハウス・キッズピッチ設置（北海道or福島）、クラファンリターン実行（被災地訪問ツアー）

年度 地域 設置先 状況
拠点設置地域
（連携地域）

施設管理者等 設置時期

2025
年度

北海道 浦幌町
JFA内設置地域確認済
設置時期調整中

浦幌町
（札幌市）

浦幌町
※2026年1月札幌ドームで展示
2026年1月～3月

福島県 J-Village
JFA内設置地域確認済
設置時期調整中

福島県ほか
J-Village
（福島県）

※東京で展示
2026年1月～2月

千葉県 高円宮記念JFA夢フィールド 設置済
幕張ベイタウン
自治会連合会

千葉市

JFA
千葉県

10月11日JFA夢フィールドデー
※10月25日ベイタウンで展示

大阪府 （調整中） JFA内設置地域確認済 （調整中） （調整中） 2026年3月

熊本県 熊本県フットボールセンターCOSMOS 設置済
嘉島町

（熊本市）
熊本県FA
嘉島町

11月30日設置セレモニー
※1月熊本市で展示（熊本地震10年）

拠点（トレーラーハウス）の整備とともに、地域コミュニティとサッカーによる防災啓発を実施。

トレーラーハウス・キッズピッチ：子どもの居場所・遊び場づくりの拠点

地域コミュニティ：学校・公民館（避難所）・保育所・子ども食堂・第三の居場所・

ボランティア団体・自治会・商店会・その他自治体や防災組織など

サッカーのコミュニティ：サッカーチーム・スポーツ施設・ファンサポーター
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防災拠点設置状況

※2026年1月以降・・・トレーラーハウス・キッズピッチ設置（北海道or福島）、クラファンリターン実行（被災地訪問ツアー）

2025年度設置予定5か所のうち、4か所で具体的な設置先の調整が完了
北海道浦幌町・福島県J-Village・千葉県JFA夢フィールド・熊本県フットボールセンターCOSMOS
うち、2か所（千葉・熊本）は設置が完了し、実際に活用されている状況

千葉 JFA夢フィールド 熊本 熊本県フットボールセンター COSMOS

10月11日・11月15日の2回のJFA夢フィールドデーにおいてトレーラーハウスをJFA夢フィールドのクラブハウス前に移し、キッズ
ピッチも活用しながら防災ワークショップや永島昭浩防災・復興支援部会長によるゆめのたねの教室を実施。また、能登半島の
小学校低学年の選手を18名招待し、能登半島地震において炊き出しの被災地支援活動を行ったボランティアにもお越しいた
だき、被災地復興支援と防災教育としての場としても活用した。
また、キリンチャレンジカップと天皇杯決勝で国立競技場へ運搬しての活用も行い、平常時のイベントでの防災教育の実践を通
じて、非常時の子ども支援のための備えにつなげることができた。幕張ベイタウン自治会連合会の役員にもご来場いただき、地
域における連携についても引き続き今後も協議していく。

11月30日に熊本県フットボールセンターCOSMOSにおいて、「嘉島つながるフェス ～防災×サッカー×農～」が開催され、嘉
島町長長の鍋田平様や熊本県サッカー協会河田信之会長などが出席し、オープニングセレモニーを行った。
会場内では、OSHI FARM FESと題した農業マルシェで地元の農家の皆さんによる野菜や果物の販売や、抽選会・じゃんけん
大会とともに、熊本市現代美術館と東京藝術大学の文化的処方推進室による「Diversity on the Arts Project」の一環
で、熊本市職員による防災グッズを使った人形劇のワークショップが行われ、キッズピッチでは元日本代表徳永悠平さんも参加し、
子どもたちとボールを蹴って交流。サッカー・アート・農業・防災の4つを組み合わせ、多くの地域住民が参加する中で子どもの居
場所・遊び場を考える一日となった。
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参考：主要試合における活動（防災啓発との連携）

10月からの主要試合を、能登半島地震の復旧・復興につながる発信（風化防止）に注力することとし、
特に、能登半島地震や過去の災害の発信を今後の災害への防災啓発とセットにした活動として行う。

※2026年1月以降・・・トレーラーハウス・キッズピッチ設置（北海道or福島）、クラファンリターン実行（被災地訪問ツアー）

開催日 試合 会場 オウンド ブース キッズピッチ ビジョン 場内
放送

会場
募金

10/4(土) 5(日) ビーチサッカー日本代表 沖縄／西原きらきらビーチ SNS ブース 実施

10/10(金) SAMURAI BLUE 
キリンチャレンジカップ

大阪／パナソニック スタジアム 吹田 SNS ブース 上映 実施 実施

10/14(火) SAMURAI BLUE 
キリンチャレンジカップ

東京／東京スタジアム SNS ブース 上映 実施 実施

10/17(金) 19(日) フットサル日本代表 静岡／北⾥アリーナ富⼠ SNS ブース 上映 実施

11/14(金) SAMURAI BLUE 
キリンチャレンジカップ

愛知／豊田スタジアム SNS トレーラーハウス
※トイレカー

キッズピッチ 上映 実施 実施

11/18(火) SAMURAI BLUE 
キリンチャレンジカップ

東京／国立競技場 SNS トレーラーハウス 上映 実施 実施

11/22(土) 天皇杯決勝 東京／国立競技場 SNS トレーラーハウス キッズピッチ 上映 実施 実施

11/29(土) なでしこジャパン
MS&ADカップ

長崎／長崎スタジアムシティ SNS ブース 上映 実施

2026/1/1(木・祝)
能登半島地震2年

皇后杯決勝 東京／国立競技場 SNS トレーラーハウス 上映 実施 実施
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参考：主要試合における活動（防災啓発との連携）

10月～1月の主要試合を、能登半島地震の復旧・復興につながる発信（風化防止）に注力することとし、
特に、能登半島地震や過去の災害の発信を今後の災害への防災啓発とセットにした活動として行う。

※2026年1月以降・・・トレーラーハウス・キッズピッチ設置（北海道or福島）、クラファンリターン実行（被災地訪問ツアー）

パターンA 防災拠点のトレーラーハウスとセットで展開
能登半島地震における支援活動の経験を踏まえ、今後の大規模災害時に子どもの
居場所づくりをはじめとした被災地支援活動を円滑に実施できるよう全国に展開する
トレーラーハウスやキッズピッチを、代表戦の試合会場へ展開。
試合会場では、未就学児も楽しめる遊び場を設けるとともに、実際の大規模災害直
後に必要となる、スマホの充電、通信、飲料水確保などを、実際の防災拠点の設備
として体験していただきながら、災害時でも子どもの遊び場が必要で、サッカーファミリー
の力を活かせる場を作れるということを多くの方々に実際に感じていただく機会を作る。
防災拠点において、能登半島地震をはじめとした過去の災害についての実際の支援
活動のパネル展示を行い、これまでに大きな災害が起こっていない地域でも大きな被
害が起こり得ることを来場者へ伝える中で、いまなお復興の途上にある能登半島地
震の記憶の風化防止と防災啓発につなげる。

パターンB 防災拠点をイメージしたテントのブースを展開
上記、トレーラーハウスの展開が難しい場合において、防災拠点をイメージしたブース
を展開し、大規模災害直後に必要となるスマホの充電、通信、飲料水確保を体験
しながら、災害時でも子どもの遊び場が大切であることを多くの方々に実際に感じてい
ただく場を作る。

子どもの遊び場
（10m×10m程度）

トレーラーハウス キッズピッチ

テント2張り プラ柵で囲われたスペースなど
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参考：内閣府「コミュニティ防災教育推進事業」

内閣府事業概要：地域住民・団体、教育機関（学校等）、地元企業等の連携による地域全体(コミュニティ)による防災教育実践活動を推進することを通じて、
地域住民等の防災意識を高め、自発的な防災活動への取組と防災能力の向上に資するとともに、幼少期のこどもから大人までの事前防災能力の向上及び地域を
担う意識の醸成、さらに「コミュニティ防災教育」の普及モデルを作成・展開し、全国展開を図る。（内閣府ウェブサイトより）

申請内容：①ぼうさい拠点における地域連携（近隣地域での展開を含む） ②代表戦会場における防災啓発 ③過去の被災地（能登半島・熊本・東日
本）における復興教育との連携 ④映像等による発信（過去の災害の記憶・教訓、スポーツ×防災教育コンテンツ、防災教育の記録・共有

※2026年1月以降・・・トレーラーハウス・キッズピッチ設置（北海道or福島）、クラファンリターン実行（被災地訪問ツアー）

活動 内容 主な連携先 実施予定日・会場 防災拠点活用

① 防災拠点連携 各地の防災拠点を中心に地域連
携・体験学習を推進

防災拠点5地域（FA・自治体他）
北海道・福島・千葉・大阪・熊本

10/11 千葉／夢フィールド
11/15 千葉／夢フィールド
11/30 熊本／熊本県フットボールセンター
1/6-7 北海道／札幌ドーム
1/10-11 熊本／花畑広場
3/7 そなえパーク

トレーラーハウスで実施

② 試合会場情報発信 サッカー日本代表などの試合会場
で防災展示・啓発

各試合開催地 10/10 大阪（吹田）
10/14 東京（味スタ）
11/14 愛知（豊田）
11/18 東京（国立）
11/22 天皇杯決勝（国立）
1/1 皇后杯決勝（国立） ほか

一部トレーラーハウスで実施
展示物は防災拠点と共通
記録は防災拠点で上映

③ 被災地復興教育 能登半島・熊本・東日本大震災
の経験を踏まえた復興教育・交流

南三陸町・熊本・能登半島など 10/5 宮城県南三陸町
11/30 熊本県フットボールセンター
1/1 皇后杯決勝
※能登半島地震被災地等調整中

展示物は防災拠点と共通
記録は拠点等でも上映

④ 映像・記録発信 過去災害の記憶・教訓やスポーツ
×防災教育の映像発信

NHKなど 12月 NHK（映像製作） 拠点で実施する防災教育の
コンテンツ等
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実施イメージ

「がんばろうニッポン！～サッカーファミリーのチカラをひとつに～」
防災・復興支援ブース展開
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Thank you.
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